
住民投票制度
をもりこむ
　内容について
は検討する。

みんなの意見
を出し合える空
気

地域で子ども
を育てることは
やがて地域作
りにつながる

農、林、商は行
政の夢作りが
出発点。
毎日生活に追
われている市
民では難しい

今までの組織
を見直す

新城で生きた
いという意識の
共有をはかる
（隣は何する人
ぞではコミュニ
ティーは崩壊）

夜店
大勢集まる
分析したら
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子ども、子育
て、老人を大事
にする町づくり
をする

自立する 自立するしくみ
をどうするか 助け合い

おせっかいさん
を盛り立てる

住民の減少
　　↓
防災組織
　　↓
消防団員減
　　↓
別の組織で強
化

地域にあった
特性の活動・
行事

気持ちのよい
まちづくり
市長のことば

市民全員がま
ちづくりの主人
公
市長のことば

地域における
「財産は人」
協和地区森田
氏のことば

（子ども～大
人）
多くの人が参
加出来る活動
（伝統文化等）

子どもが目玉
新城の目指す
べきまちの姿
を共有し、各地
区ができること
を行う

各地域のあき
らめをなくす努
力

特定の組織だ
けでなく幅広い
グループとの
連携を取れる
こと。

参加しやすさ 市民会議の設
置
市民意見の受
け入れ検討の
場であるととも
に、行政・議会
へ反映させる
仕組みを作る

地域担当制の
見直し、職員の
意識改革

地域担当職員
は、自治の
セールスマン

鳴沢の滝
パワースポット
です！

作手・鳳来・新
城の地域内分
権（自治区）を
進め、その下
に地域コミュニ
ティの組織化
あるいは共同
体性を作る〈地
域内分権〉

新城市全体基
幹産業である
農林水産業の
育成発展を図
る条文・仕組み
を入れる

自然・歴史・文
化を活かす

やること、出来
ることは地域に
よって異なる。
でも根本は人
（人間）

「まちづくりはま
ちつくろいであ
る」
協和地区森田
氏のことば

自立したまちづくり

市民参加

将来の夢

従来コミュの見直し

地
域
の
宝

問題を伝えると
ころがほしい



物事を決める
手続き
共有すること

市民の声をきく

規律　ルール
システム
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ルール
話合い

意見を聞くシス
テム作り

地域の良さを
みる

集落の行事へ
の積極的参加

参加と意欲

人の話をよく聞く
〈意見の腰を折ら
ない〉

コミュニティの必
要性
＝抑止力

　２班（前澤・松井・井ノ口・田村・今泉・大谷・広瀬）

参加すること歴史・文化の
ほこりをもつ

地域を知る
＝好きになる

住み続けられ
る地域
〈持続可能な活
動をする〉

地域理解

頑張りすぎな
い

人のやることを
理解する心

人権
〈人生の最後ま
で人として大切
にされる〉

参加の自由

他の活動集団
の存在を認め
る

新城駅のまわ
りを5日、15日、
25日朝5時より
30分間掃除を
している

認め合う

無理をしないで
できることをす
ることから始め
る

何事も規模の
大小、数の多
少に一喜一憂
しない

信頼しあう心と
態度

老人の「力」
青年団

活動資金地域活動を支
える資金

資金

ネットワーク
交流
＝市内・市外と
もに

職業ではない
仕事・役割を地
域の中ではた
す

世代間交流楽しさ
〈多様な〉

交流は大切だ
が、その行為
が目的化する
と重くなる〈ブ
レーキとなる〉

笑い

世代間
地域内
交流

あいさつ運動
は永遠の生活
課題である

怒らない

つながりへの
関心

「おくする」気持
ちの打破とそ
の態度をたた
える周囲の態
度

自立

自立と連携

行政からの
・企画
・実行
・反省
自立

自立と連携

覚悟と本気

意識を向上さ
せる

安全安心の社
会

安心
　と
安全

助け合いの仕組み人と人とのつ
ながり大切
（思いやり）

助け合い




